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『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・

　　　　アプラコス』のsynaxarion

岩　井　憲　幸

1．はじめに

　小論は，前回発表した『ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコ

ス』（以下VPと略称）のmenologionを検討した小文（’）と対をなすもので

ある。小論の底本は前回同様次の書である。

　　TpeH八aΦH几KpscTaHoB，　AHHa－MapMfi　ToToMaHoBa，　UBaH　no6peB，　BaTHKaHcKo

　eBaHrenue：CTapo6snrapcKM　KHpancKH　anpaKoc　oT　X　B．　B　na∬HMHcecTeH　Ko江eKc，

　Vat．　Gr．2502（Evangile　de　Vatican：Evang61iaire　pal60bulgare　cyrillique　du　Xe

　si合cle　dans　le　codex　palimpseste，　Vat．　Gr．　2502），　CoΦ圏，　CHBAJI，1996．

VPの文献学的概要は前稿に譲る。

　本稿の目的は，VPのsynaxarionの実態を具体的に明示すること，およ

びその特徴点を明らかにすることである。前者の場合，残存箇所一裏返せ

ば侠亡箇所一を提示し，それがどのペリコペーに属するかを確認すること

が主要な作業となる。よって，実態を表にまとめることを試み，表にあらわ

しきれない細部の問題は個々の備考に記すこととしたい。これらの作業によっ

て，前述の後者はおのずと導き出されると考える（2）。前稿・本稿はともにVP

理解の基礎的研究とみなしうる。なお本稿では，いわゆる〈主日の早課の

11の福音〉迄をsynaxarion部分として取り扱う（3＞。
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2．VPのsynaxarion

　VPはいわゆるaprakosであり，主にsynaxarionとmenologionの順の

2部で構成される。Synaxarionは年ごとに移動する復活祭（パスハ）を起

点とする教会暦に従い，その聖務日課を指示し，実際に読諦すべき聖書のテ

クストを掲げる部である。底本にあってはp．27からp．139迄を占める。底

本に独自に付された葉の番号に従えば1から116の首迄がそれである（以下

底本の葉番号はNo　1のように表示する）ω。

3．VPのsynaxarionの実態

　VPのsynaxarionの形式的実態を表化すると下のようである（下表右欄）。

ここでは便宜上左欄に『オストロミール福音書』（以下Ostrと略称）（補注）を

据えて，対比できるようにした。Ostrがブルガリア由来のaprakosであり，

かつ完本であること，そのsynaxarion（さらにmenologionも）も一定の

完成度を備えたものであると推定されることから，VPの原形がどうであっ

たにせよ，ある程度VPのsynaxarionの形式を把握しうると考えたからで

ある。

　Ostrの左欄はGarzaniti（参考文献C2を見よ）の〈Anhang　I，　Die

Struktur　des　Ostromir－Evangeliums＞（pp，481－508）中に掲載されている

表を活用した。ただし，少々変更を加えた。以下本稿での表の構成を摘記す

る。

　1．全体に通し番号をふり，左欄はOstr，右欄はVPの諸項目である。

　2．左欄第1に教会暦を示す。週と曜日等を示す。晩は晩課，典は典礼の

　　　略。

　3．同第2にアンモニオスの節区分番号（Am　Noと略す）を示す。
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　　Garzanitiによるが，示された数字等に（）が付された場合は，

　　Garzanitiによる訂正である。またGarzanitiのこの項目中には，

　　Ostrのいわゆるカレンダー部分の全独訳と補記が付されているが，

　　これらは省略した。特にAlleluiaなどVPに存しない指示などもあ

　　えて割愛した。もし必要の場合は，備考において記述する。

4．同第3に当該Am　Noに対応する聖句番号を示す。　BocToKoB刊本

　　（参考文献A5）に付された聖句番号によるが，この番号と現行聖句

　　番号とに時折若干のずれが存在するが，あえて前者に従う。又，

　　Garzanitiにおいて聖句番号に＊を付すものは，ペリコペーのテクス

　　トが省略の方式によって掲げられていることを表示するが，これも無

　　視した。実在のテクストに則して聖句番号を掲げる。

5．同第4にincipit（以下lncと省略）の型を示す。その際，　Garzaniti

　　の下位区分を生かしつつも，若干の変更を加えた。Incの型はVPに

　　も共通する事柄ゆえ，下記10にまとめて提示する。

6．右欄第1にはVPにおいて，　Ostrの当該日のペリコペーが存在する

　　か否かを示す。その際，カレンダー部分（曜日の指示とAmNoの指

　　示等。以下Zと略称）とペリコペーが一部分でも存する場合は○を，

　　特にZが欠在しペリコペーの一部が残存する場合は△を，すべて存

　　在しない場合は×を付す。×はすなわちVPでの侠亡箇所を主に，時

　　に元来存在しなかった箇所と推定される。

7．同第2に，当該項の出現箇所を，底本に付された葉番号にNoをつけ

　　て示す。

8．同第3にVPで指定されたAm　Noを示す。

9．同第4に，VPでの残存テクストを底本に付された聖句番号によって

　　示す。左欄のOstrのそれと比較されたい。　Ostrと若干のずれがある

　　ことについては4を見よ。

10．同第5にIncの型を示す。1～VIの慣行による型の外に，ここでは特
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異例も含めて，Garzanitiの下位区分も多少生かしつつ，本稿では次

　のように定める（5）。この表示は表中Ostr，　VP共用である。

φ　：Incなし。あるいは型以外の語句があるもの。

1　：B’b　ONO　BP・E，MA

　　　　　　　BI！　：B］i）ONO

Ia：B［E，　BP’BMA　ONO

ll　：PCqC　rb　CBOHMb　OYqCNHKOMb

Ha：PCqC　rb　Kb　OYqCNMKOMb　CBOHM［b

Hb：PCqC　FB　OYqCNMKOM5　CBOHMb

ll　c：PCqC　rL　Kb　CBOHM5　OYqCNtaKOMb

皿　：PCqC　rB　Kb　HPH皿bnb皿HMM5　Kb　NICMOY　MIOnCOML

皿a：PCqC　rb　K5　llPHIIILnblllHVaMb　NICMOY　KIOACOMb

IV　：PCqC　FL　KL　BもPOBAB「bHIHHML　Kb　NrCMOY　MIO八COMb

IV　a：PCqC　H）Kb　BもPOBABb皿HMMb　Bb　N　b　MIO辺COMも

V：pcqc　rB

VI　　：pcqc　PL　IIPレITIbqf五CH隔

＋α：VPで，当該型に型以外の付加文を有するもの。

？　：VPで，ペリコペーのテクストを有しながらも，型が不明のもの。

　11．最右端に備考欄を設ける。＊つきの数字は表の終了後に記述する備考

　　　に対応する。これらはVPに関することが主であるが，必要に応じて

　　　Ostrに関しても言及する’。

　なお，VPの底本は独特の翻字法によって印刷されている。前稿同様，文

字の大・小は無視し，jersの不明は▼で，　K）cbl　MaJlbltaのヴァリアントの不

明は▲で代行する。以下，引用綴りは原本のままとするが，上書きの文字は

（）を付して然るべき位置に戻すこととする。
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VPとOstrのsynaxarionの構成対照表

Ostr VP通
し
番
号

教会暦
Am
mo 聖句番号 Inc

ペリコペー

ﾛ
底本葉
mo

Am
mo

残存テクスト

ｹ句番号
Inc

備
考

1 パスハ J1　．一一「一冒■ J1．1－17 ○ × ＊1

9
』
　
∩
0
　
　
4
　
　
「
D
　
　
ハ
0
　
　
7

後
　
第
　
1
　
週

月
火
水
木
金
土

J8

k339

i16

i（24）

轤Q0（19）

i25（24）

J1．18－28

k24．12－35

i1．35－51

i3ユー15

i2，12－22

i3．22－33

の
I
I
I
I
I

P
×
△
○
×
×
△

1－2

Jl6

L24．23－35

i1．35－44

轤R，25－33

？
1
？

羅’

魔R

8
　
9
　
1
0
　
1
1
　
1
2
　
1
3
　
1
4

同
　
第
　
2
　
週

日
月
火
水
木
金
土

∫213

轤Q1（18）

i24

i39

i41

轤S2（41）

i8

　，曾曹曾曾曾9

i2α19－31

i2．1－11

i3．16－21

i5ユ7－24

i5．24－30

i5．30－6．2

i6．14－27

の
I
H
皿
皿
皿
1

○
×
△
○
○
○
○

3－4

T
5
－
6
6
－
7
7
－
9
9
－
1
0

J213

i39

i41

i42

i，量9

J20ユ9－26

i3，20－21

i5．17－24

i5．24－28，30

i5．30，38－6，2

i6ユ4－27

，
○
？
皿
皿
皿
1

；
i
＊
5
＊
6
＊
7
＊
8

「
0
　
　
ρ
0
　
　
7
　
　
8
　
　
Q
）
　
0
　
　
1
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
1
　
　
2
　
　
2

同
　
第
　
3
　
週

日
月
火
水
木
金
土

Mr227

i37

i52

i55

i（58）

i63

i138

　　　，曽
lr　15．43－16．8

i4．46－54

i6．27－33

i6．35－39

i6，39－44

i6．48－54

v15．17－16．2

9・

ha

ha

hV

hV

M
皿
弓

○
○
○
○
○
○
○

10

P1－12

P2－13

P3

P3－14

P4－15

P5

Mr　227

i37

i52

i55

轤T8

i63

i138

Mr正5．43－16．8

i4．46－54

i6，27－33

i6．35－39

i6．39－44

i6．48－54

i15．17－18，16．2

I
I
皿
I
V
皿
皿
H

＊9

魔P0

魔撃

∩
∠
　
　
9
U
　
　
4
4
　
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
9
臼
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
2
　
　
9
臼

同
　
第
　
4
　
週

日
月
火
水
木
金
土

J38

i68

i74（75）

i74（75）

i86

i89

i89

∫5．1－15

i6．56－69

i7．1－13

轤Vユ4－30

i8ユ2－20

i8．21－30

i8．31－42

I
I
V
I
a
の
皿
皿
a
I
V

○
○
○
○
○
○
×

15－17

P7－18

P8－19

P9－21

Q1－22

Q2

J38

轤U8

i75

i74（Slc）

i86

轤W9

J5．1－15

i6．56－69

i7．1－13

i7．14－29

i8．12－20

i8．21－28

I
I
V
a
I
の
皿
皿

＊12

魔P3

魔P4

魔P5

魔P6

，曹曹曹9 9曹 「曾，，
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29

曹

9曾 ，，，

i33
　　　　　，
i4．5－42 1 △

曾曾，

Q3－26

曾

J4．10－42 ？

■，・，一．

魔P7

30
同

月 J79（89） J8．42－51 皿 ○ 26 J29（SLC） J8．42－49 皿 ＊18

31
第

火 J79（89） J8．51－59，L430 V × ＊19

32 水 J49 J6．5－14 Ia △ 27 J6ユ1－14 ？

33
5

木 J89 J9．39－109 皿 ○ 27－28 J89 J9．39－10．9 皿 ＊20

34 週 金 J92 J10ユ7－28 皿 ○ 28－30 J92 J10．17－30 皿 ＊21

35 土 J92 JlO．27－38 皿 ○ 30－31 J92 JlO．27－38 皿

曹曾
曾 曾，

，

36 日 J89 J9．1－38 Ia ○ 31－35 J89 J9．1－38 1 ＊22

37
同

月 J94 Jll．47－54 Ia ○ 35 J94 J11．47－54 1 ＊23

38
第

火 JlO2 J12．19－36 Ia十α ○ 36－37 J102 Jl2ユ9－36 1十α ＊24

39 水 J108 J12．36－47 皿 ○ 37－39 J108 J12．36－47 皿

40
6

木 L340 L24．36－53 Ia ○ 39－40 J340 L24．36－53 1 ＊25

41 週 金 Jl27 J14．1－11 Ha ○ 40
（sic）

il27 Jl4．1 ∬ ＊26

42 土 Jl27 J14．10－17．21 Ha × ＊27

曾 曾曾 ．．
曾 ，，

43 日 Jl53 Jl7．1－13 Ia ×

44
同

月 J132 J14．27－15．7 Ha ×

45
第

火 J146 J16，2－13 na ×

46 水 J148 J16．15－23 Ia ×

47
7

木 J150 Jl6．23－33 Ha ×

48 週
金 J153 J17．1，18－26 Ia ×

49 土 J226 J21ユ4－25 Ia ×

50 ペンテ
Rステ

J81 J7．37－52，8．12 o △ 41 J7．48－52，8ユ2 ？ ＊28

，9
，曾 曾

曾 曽

51 後 月 Mt　181 Mt　18．10－20 V ○ 41－43 Mtl81 Mt　18．10－20 V ＊29

52 第 土 Mt39 Mt5．42－48 V ○ 43 Mt　39 Mt5．42－48 V ＊30

53 1 日 Mtg3
Mt　10．32－33，37－

R8．1927－30
Ha ○ 43－45 Mtg3

Mt　10．32－33，37－

R8，19．27－30
Ha

－．冒曾 幽曾
曽 ，

54 同 土 Mt50 Mt7．1－8 V ○ 45 Mt50 Mt7．1－8 V
55 第

2
日 Mt20 Mt4．18－23 Ia ○ 46 Mt20 Mt4．18－23 1

曹曾 ，
曽 曾， 曹，

56 同 土 Mt61 Mt7．24－8．4 V ○ 46 Mt41 Mt　724－25 V ＊31

57 第
3

日 Mt47 Mt　6．22－33 V ×

（sic）

事32

・曾曾
曾 ，，

曾曾
曹

58 同 土 Mt67 Mt8．14－23 Ia ×

第
59 4 日 Mt64 Mt8．5－13 Ia ×

「

9曾 ，曾曾 曾曾
曹

9，
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曽

，・
曾曽 曹

60 同 土 Mt71 Mtg．9－13 Ia ×

第
日
ヤ

Mt　69（74） Mt8．28－9ユ Ia ×
，

，， 曾9曹

62 同 土 Mt69 Mtg，18－26 Ia ×

第3
　
．
ハ
b
　
　
．

日
噛

Mt70 Mtg．1－6，8 Ia ×

64 同 土 Mtg6 MtlO．37－11．1 V ×

第
65 7 日 Mt75 Mtg27－35

¥曾，

Ia ×

9曾 ，，，

66 同 土 Mt　122 Mt12．30－37 V ×

第
7
　
↓
6
　
一

　
，
8 日

曾
Mt　146 Mt　14．14－22 Ia ×

曾，

68 同 土 Mt　160 Mt　15．32－39 Ia ×

69 第
9

日
Mtl47
@（148） Mtl4．22－34 Ia ×

9曾曾曾” ，

曾曾曾9
70 同 土 Mtl77 Mtl724－18．4 Ia ×

第
71 10 日 Mt　174 Mt　17．14－23 Ia △ 47 Mt　17．20－23 ？

72 同 土
　　　曹
lt　189 Mtl9．3－12 Ia ○ 47－48 Mtl89 Mt　19．3－12 1

第3
　
．
7
　
　
一

－
　
　
一
－
　
　
｝

日
，

Mt　188 Mtl8．23－35 VI
0
9

48－50 Mt　188 Mt　18．23－35 VI

， 曾

，，

74 同 土 Mt205 Mt20．29－34 Ia ○ 50 Mt205 Mt20．29－34 1 ＊33
第

75 12 日 Mt　193 Mt　19．16－26 Ia ○ 50－51 Mt　193 Mt　19．16－26 1 ＊34

曹曾曾曾曾曹

76 同 土 Mt223 Mt22．15－22 Ia ○ 52 Mt223 Mt22．15－22 1

第7
　
一
7
　
　
一

13 日 Mt219 Mt21．33－42 VI ○ 52－54 Mt219 Mt2133－42 VI

辱辱 ，．曾曾曾9

78 同 土 Mt227 Mt23．1－12 Ia ○ 54－55 Mt227 Mt23．1－12 1

第9
　
　
｝
7
　
辱

4
　
　
｝
1 日 Mt221

@　　曹曹

Mt22．2－14

]曹曹

w ○ 55－56 Mt221 Mt22．2－14 VI

80 同 土 Mt242 Mt24ユー9，13 Ia ○ 57－58 Mt242 Mt24．1－13
1
， ＊35

81
第
1
5

日
Mt259
@（224） Mt22．35－46 Ia ○ 58－59 Mt　224 Mt22．35－46 1 ＊36

辱り辱

82 同 土 Mt259 Mt24．34－44 Hb ○ 59－60 Mt259 Mt　24．34－44 Ha

83
第
1
6

日 Mt269 Mt　25．1，14－29，

k8．8
VI

C曾曾9

○ 60 Mt269 Mt　22．2，25．14，

Q9　　　曹9曽曾曾
VI ＊37

84 同
第

土 Mt268 Mt25．1－13，24．44 VI ○ 60 Mt268 Mt　25ユ，13 VI ＊38

85 17 日 Mt　157 Mt　15，21－28 Ia ○ 60－61 Mt　157 Mt　15．21－28 1

86 新
年 土 L23 L431－36 Ia ○ 62 L23 L4，31－36 1 ＊39

87 第
1

日 L29 L5．1－11 Ia × ＊40

，

曾曾 曾曹9 ，
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土
日

同
第
2

8
∩
コ8
8 土

日

同
第
3O

l

Q
り
∩
コ

土
日

同
第
4

2
り
O

Q
ゾ
0
α

土
日

同
第
5

4
［
O

Q
U
9 土

日

同
第
6

ρ
U
7

9
0
σ

土
日

同
第
7

8
∩
コ

Q
り
9
100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

ll2

113

114

115

土

日

同
第
8

土
日

同
第
9

土
日

同
第
1
0

土
日

同
第
1
1

土
日

同
第
1
2

土
日

同
第
1
3

土
日

同
第
1
4

土
日

同
第
1
5

L36

L54

L38

L67

L41

L76

L65

Ll96

L79

L83

L86

L85

L96（99）

L121

L105

Ll49

L117

L164

Ll51

L181

L167

L201

L176
L217
（218）

L190

L224

L198

L225

L5．17－26

L631－36

L5．27－32

L7．11－16

L6．1－10

L8．5－15，8．8

L7．1－10

L16．19－31

L8．16－21

L8．27－39

L9．1－6

L8．41－56

L9．37－43

L10．25－37

L9．57－62

L12．16－21，8．8

L10．19－21

Ll3．10－17

L13．32－40

L14．16－24，

Mt22．14

L13．19－29

Ll7．12－19

L14．1－11

L18．18－27

L16．10－15

L18．35－43

Ll7．3－10

L19．1－10

h
V
a
a
I
IIa

h
V
H
hIa
Ia

a
a
I
IIa

b
a

且
1
V

Ia

a
a
I
I
V
b
V
㎏

×
×

×
△

○
○

×
×

×
×

×
×

△
○

○
×

×
×

×
×

×
×

×
△

○
○

○
×

63

63－64

64－65

67

67－68

68

69

Q
U
O

だ
0
7
70

L65

L76

L121

L105

［L190］

L224

L198

L7．12－16

L7．1－10

L8．5－14

L9．39－43

L10．25－37

L9．57－59

Ll8．25－27

L16ユO－15

L18．35－43

L17．3－6

9
．

I
W

？
・
1

1

？
・

V
IV

＊41

＊42

＊43

＊44

＊45

＊46

＊47

＊48

＊49
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116

P17

同
第
1
6

土
日
曹

　　曹9曽
k214

k（Mt）157

L18．2－8

lt　15．21－28

@　　　　9曾曾

VI

ha
×
×

曽
，
，

曾曾，P

＊50

118

P19

同
第
1
7
…

土
日
曾
，

　　P層曾．

k246

k214

L20．46－21．4，

k8．8

k18．10－14

Ha

uI
×
○ 71 L214

曾P

k18，10－14

曹曾

uI ＊51

120

P21

同
第
1
8

土
日

L124

k190

Lll，5－13

k15，11－32

Ha

uI
×
○ 72－74 L197　（Slc）

　　　　　　曾

k15ユ1－32
，
V
I

＊52

魔T3

122

P23
断
肉

土
日

　　　　・
k249

lt273

，L2L8－9，25－27，

R3－36

lt25．31－46

@　　　　・曾

V
V
X
O

曾曾

V4－76 Mt　273
Mt　25．31－37，

S3－46
H

＊54

魔T5

124

P25
断
酪

土
日

　　　9「，，

lt42

lt44

Mt6．1－13

lt6．14－21 V
V

○
○

76－77

V7－78

Mt42

lt44

　9曽

lt　6ユー13

lt　6．14－21 V
H

＊56

魔T7

126

P27

大
斎
第
－

土
日

Mr24

i18

Mr223－3．5

i1．43－51

Ia

ha
○
○

78－79

V9－80

Mr24

i18

Mr2．23－3．5

i1．44－52 I
I

＊58

魔T9

128

P29

同
第
2
…

土
日

　　　辱

lr　17

lr20

Mrl．35－44

lr2．1－12

Ia

ha
○
○

80－81

W1－82

Mr　17

lr20

　9
lrl．35－44

lr2，1－12 I
I

＊60

130

P31

同
第
3

土
日

Mr21

lr85

Mr2．14－17

lr8．34－9．1

@　　　　曽曾

Ia

u
畠

○
○

82－83

W3－84

Mr74

lr85

@　曹

　　　　　　9
lr7，31－37

lr8．34－9．1 I
V
9

＊61

132

P33

同
第
4

土
日

Mr74

lrgl

Mr7．31－37

lr9．17－31

Ia

ha十α

○
○

84

W5－86

Mr　82

lr　91

，Mr8．27－31

lr9．17－31

Ia

h十α

＊61

魔U2

134

P35

同
第
5
土
日

　　　　・

lr82

lr　112

曾，

lr8．27－31

lr　10．32－45

@　　　　，，，

Ia

ha

○
○

86

W7

W7－88

Mr　22　（sic）

lr　82

lrl12

・曽曾

lr2．14－16

lr8．27，31

lrlO．32－45

I
I
／
1
ノ
曹
曾
，

＊61

D．一．

136

P37

P38

同
第
6

土
日
〃
典

J94

lt　206

i97

Jl1，1－45

lt21．1－ll，

P5－17

v12ユー18

Ia

ha

A

○
○
△

89－90

X1－92

X1

J94

lt206

　曾

i11ユー31

lt21．1－11，

P5－17

i12．10－18

1／

P
？

＊63

魔U4

魔U5

139

P40

P41

P42

P43

聖

月
火
水
木
〃
晩

Mt243

lt260

lt276

il22

il55

　　　　　「
lt243－35

lt24．36－26．2

lt26．6－16

i13．1－11

il3．12－17

Ia

g
I
a
②
I
a

○
○
×
×
×

93－95

X5－96

Mt243

lt260

「「9曾

lt24．3－35

lt24．36－43，
Q5．3－4

曾
I
H
a

＊66

魔U7

魔U8

魔U9

魔V
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144 〃典 Mt（274） Mt26．2－20， Hc △ 97－102 J13．6－17， ＊71

Jl3．3－17， Mt26．21－39，

Mt26．21－39 L2243－45，
L22．43－44， Mt26．40－27．2

Mt26．40－27．2

145 1 J（125） J13．31－18．1 Hc ×

9曹曾曽

曹
＊
7
2

146 2 J186（156） J18．1－28 Ia ×

147 3 」（Mt）306 Mt26，57－75 Ia ×

148 4 J176 J18，28－19．16 Ia ×

149 5 Mt（319） Mt273－32 Ia ×

150
受

6 Mr（207） Mr15，16－32 Ia △ 103－104 Mrl5．16－31 1 ＊73

週
151

難
7 Mt332 Mt27．33－54 Ia ×

152 8 L317 L23．32－49 Ia △ 105－106 L23．34－49 ？ ＊74

153 9 J202 J19．25－37 Ia ○ 106 J202 J19．25－31 1 ＊75

154 1
0

Mr　227 Mr　15．43－47 Ia ×

155 1
1

J206 J19．38－42 Ia ×

156 1
2

Mt351 Mt27．62－66 ② × ＊76

157 曹
金

Mt317 Mt27．1－43， Ia
　　曽

｢
9曾曾曾

P07－108

，曾

Mt27．23－38， ？ ＊77

L23．39－43， L23．39－43，

Mt27．45－54， Mt27．39－46
J19．31－37，

Mt27，55－61

158 土 Mt（351） Mt27．62 の × ＊78

159 〃 Mt352 Mt28ユー20 の ○ 109－110 〔Mt　352〕 Mt28．1－20 の ＊79

160 1 Mt357 Mt28．16 の × ＊80

161 2 Mr230 Mr　16．1 Ia × ＊81

162
早

3 Mr233 Mr　16．9－20 の △ 111 Mrl6．19－20 ？ ＊82

163
課

4 L336 L24ユー12 の ○ 111－ll2 L336 L24．1－12 の ＊83

164 5 L339 L24ユ2 Ia ○ 112 L339 L24．12，35 ＊84
11

165 6 L340 L24．36 Ia ○ 112 L340 L24．36，53 1 ＊85

の
166 7 J209 J20．1－10 の ○ 112－113 J209 J20．1－10 の ＊86

167 福 8 J211 J20．11－18 Ia △ ll4 J20．15－18 1？ ＊87

168 立
日 9 J213 J20．19 の ○ 114 」213 J20．19，31 1 ＊88

169 10 J219 J21．1－14 Ia ○ 114－115 」210 ∫21ユー14 1 ＊89
（SLC）

170 11 J226 J21．14－15 Ia ○ 115－116 J226 ∫2Ll4－15，25 1 ＊90
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［備考］

＊1　0str　Incφ〈ldCKON珂BS　CJIOBO＞．なお第1項から第3項前半（J　1，1－17；Jl，18－28；

　　　L24．12－22）は欠落していることになる。以下必要時をのぞいてはいちいち言及しない。

＊2　0str　Incφ〈BA　NH｛［bTO｝Ke＞．

＊3　VP　No2～3間に欠葉あり（6）。

＊4　05tr　lncφ〈Cdi田Oy　HOZ丑も〉，　VP　Incφ〈C吊lllM｝KC　nOZ且も〉．　OstrのZ冒頭

　　　〈B［E，．A．　NC（艮）．　nO　nAC艮b＞［パスハの後の第1日曜に］，　VP　Z〈NC（ll）BANTMnA・

　　　（G）．〉［アンティパスハという第2日曜に］。OstrとVPは同義。詳しくはSJSを見よ。

　　　なおOstrは上記引用文の次にくNA　NCBtbPMrO　eOMHNO，　CH｝KC　M　HA皿ATb

　　　rCMoy．〉なる一文が存するが，かかる文はVPになし。おおむねVPは日付けとAm

　　　Noを記すにとどまる（例外あり）。　VP　No　4～5間に欠葉あり。

＊5　VP　Z前半にくB［E・CPS（且）BNe（n）．　ANTMrlA（C）・〉とある。〈ANTMnA（C）〉は

　　　〈B　NC（①〉にひかれて誤って書かれたものか。　Ostrの当該箇所は〈B5　CPS江ifi．B．　Ne－

　　　（n）．〉［第2週の水曜に］のみ。

＊6　VPZ冒頭〈BlbCBNC（n）〉と〈木曜〉に〈C＞を用いる。〈曜日〉に数詞をあてる方

　　　式はVPに頻繁にみられる。　Ostr〈B［E，　qeTBbPTbKb　B．　NC（n）．〉，又，　VPはJ5．28

　　　半ばから同29全体が欠損。すなわち底本No　6の1．24後半からNo　7♂，4迄不読。

＊7　VP　Am　NoもくJ　41＞が正しい。又，　J　5．　30途中から同37迄欠損。

＊8　VP　Am　Noを示す底本の＜N＞（＝50）は，＜M＞（＝8）の誤植か。

＊9　VPZ冒頭くB［E・rNe（且）〉は〈BlbrrNe（皿）〉とあるべきで，数詞〈r＞がひとつ脱

　　　落か。Ostr〈B［E，　BlbTOPbNI4Klb．r．　NC（几）．〉．

＊10　0str　Am　No表示数詞ぬけ。　VP〈NH＞．

＊110strがJ15．17から16．2迄，連続してテクストを掲載するのに対し，　VPはJ15．17－18

　　　の前半，ついでJ16．2後半もつづけて記し，途中のテクストを省略する。　VPの省略テ

　　　クストは記されてはいないものの，ペリコペーとしては暗黙下に存在する。途中省略に

　　　よるペリコペーの記載方式である。

＊12VP　Inc　IVaは特異である。　Menologionも含めてここ1箇所にのみ出現する。

＊13VP　Am　Noは〈O　C＞（＝75）と正しく記されている。なお同lncは〈Blb　ONO
　　　BPもM▲。〉．

＊14VP　Am　Noは〈0皿〉（＝74）とあるが〈75＞の誤り。グラゴル文字との混同による誤

　　　認か。Ostr　Incφ＜Bb　HP「bHOJIOBJIENMIC＞，　VP　IncΦ〈B［b　rlPもnOJIOBeNMC＞．

＊150str　Incは〈PCqC　rb・K［E，　rIPXMb且bMKMMb　NrCMOy　MOy且COMb＞とあって，

　　　〈NrCMOY＞の前に前置詞くKb＞がぬけおちている。　n－epentheticumが付されている

　　　から前置詞があったことは予想され，したがって誤って脱落させたものであろう。

　　　GarzanitiはIncを〈皿〉とし，注も付していないが，本稿では特異例とて，上記の如

　　　く＜皿a＞とする。

＊16　VP　No　22～23の間に欠葉あり。

＊17底本No　261．1初め〈EFO・〉の次に聖句番号〈42＞ぬけ。

＊180str　Am　No〈0〈＞＞の〈0＞を，　Garzanitiはグラゴル文字く0＞（＝80）を誤認してキ

　　　リル文字にそのまま転写し，〈79＞としたとする。正しくはく89＞。VP　Am　No〈Ke＞

　　　は，底本注によればくn〈｝〉（＝89）。字体の相以による誤写であろう。

＊19VP　No　26と27の間に欠葉あり。なおOstr　Am　No〈79（80）〉については＊18を見よ。

　　　又，同聖句番号中に〈LK　4，　30＞の記載があるが，　J　8．59のテクストー部とL4．30の

　　　それが一致するとGarzanitiは言うのであろう。

＊20VP　Z＜B5　n　C　NC（丑）冨m（N）。rJIA（B）He＞［第5週の第4曜（＝水曜）に…］

　　　とあるが，〈第5曜＝木曜〉で〈C＞とあるべきところ。〈皿〉はグラゴル文字では〈5＞

　　　を表示するから誤認による写し誤りの可能性がある。No　28において〈金曜〉のZにテ
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＊21

＊22

＊23

＊24

＊25

＊26

＊27

＊28

＊29

＊30

＊31

＊32

＊33

＊34

＊35

＊36

＊37

クストが直結していることも，VPが〈木曜〉であることを傍証しよう。

VPのペリコペーにつき，13世紀ブルガリアのaprakosであるBpaqaHcKo　eBaHre∬He

（以下Vracと略称）でも，　Ostr同様ペリコペーはJ10，17－28．現行ロシア正教会版も

同様である。（AssはOstrに同じ，　Savなし）。

VP　Z冒頭〈Ne（B）〉の上書きの〈B＞は〈皿〉の誤り。底本に校訂注なし，単なる誤

植か。

VP　Z〈Blb　S　NC（n）ZiS　MO（N）T”A（B）q皿〉では，曜日を示す語を欠く。〈第6週月

曜〉とみなす。Ostr〈BT）rlONCnB（K）：S．　NC（［［），eBA（r）・OT［E，　HOANA，　rJIA（B），

G丑・：・t－〉．

Ostr，　VPともにIncの後にくC［bBSTT）C［bTBOPHMAΦAPMCCM　NA　ICA・〉を付

加する。Garzanitiの注するごとく，　Mt　l2．14の摘記であろう。　Mt　12．14（Mar）

〈ΦAPMC　bM｝1｛C　M［［C丑bHIC　CbBちTT）CLTBOPMIHA　NA　Nb．　KAKO　I4　nOrOYBATT）．〉，

VP　Zにおいて福音書名を〈J＞とするが，明らかにくL＞の誤り。なおOstr　Zには

日付けの指示の直後からAm　Noの直前までAscensio　Domini（主の昇天，すなわ

ちPaschaから40日目にあたる第6週木曜の祭日）に関する記事が存する。〈NA
BIbZNCCCNHc　TNe，［＿］〉［主の昇天のために。［…］］。これに対し，　VPはかかる記

事が存しないが，次項に引用する記載が〈第6週金曜〉に出現する。

VPではJ14．1末からは省略され，以下にくMIIIM｝KC　B［E・ACBANrCJIMM＞［第1の

福音の中で捜せ］とある。すなわち，いわゆる〈12の福音〉中の第1の福音を指し，

VPではmenologion部分であるNo　1701．14以下に存在する。　No　40において1．18のZ

と，‘．24のIncとの間，1．20から♂，22に次のようなAscensio　Dominiに関係する記

事が存在する。〈Ho　B［E・ZNCCCNMM　rB　NA田CFO　Iy　xA‡BNA　ITC　CBANrCJMa

M品Hもcro・B［E，　nPbBSMb・－ D．』HIH：・＿CHX〔b・：・．，．〉［われらが主，イエス・キリ

ストの昇天［祭］の後。彼の受難の12の福音その第1で［後略］］。Ostrにはかかる記

事はない。VPは〈キリスト昇天祭〉の記事が〈第6週木曜〉には欠如しているが，上

述の引用は明らかに〈第6週木曜〉がくキリスト昇天祭〉の存在を前提としている。

VP　No　40～41間に欠葉あり。

Ostr　Incφ〈B［b　nOC”MbNMM皿BNb＞．

Ostr　Z冒頭くNA　OYTPMiA．　nO．　H．〉［ペンテコステ後の早課に］，　VP　Z同〈Blb　HO－

（N）fio　nCNTm｛OCTH。〉［ペンテコステ後の月曜に］。

Ostr　57～57　v白紙。58右欄初めに3acTaBrcaがあり，そのもとに〈Cii1BO（T）MNC・

（ll），　OT［E・UATKKOCTH暁．　nO　CTAArO　IIOCTA．〉［ペンテコンテから大斎迄の土曜

と日曜］とあり，ついで〈ペンテコステ後第1土曜〉の記事が続く。VPに前者の類は

存在せず，後者に相当するZのみを有する。

Ostr　Am　No〈．≧A．〉（；61），　VP　Am　No＜M　A＞（＝41）．Ostrが正しい。　VPはグラゴ

ル文字の＜M＞（＝60）をキリル文字の数値に誤認したものであろう。なおVPはMt　7，

25末から欠損。

VP　No　46～47間に欠葉あり。

VP　Inc　lは〈B［E，　OO（N）BPbMA＞とある。〈00（N）〉をくONO＞と解し，　Inc　lのヴァ

リアントとしては立てなかった。なお底本No　50の標題中〈［Mt］20：29－33＞の〈33＞

は＜34＞の誤り。

VP　No　511．26末欠損，すなわちMt　19．26末欠け。

OstrはMt　24．9の次にMt　24．13が直結する。現行はVP同様，　Mt　24．1－13と連続。

ただしOstrではMt　24，10－12は144にあり。本表第139項を見よ。

ともにAm　Noは〈224＞が正しい。　Ostrは次項〈第16土曜〉と誤ったか。

Ostr　IncV【に続く　＜OyBO［IOBIC［CA　UPCTBU［K）NBCbNOE・q”KOy　llPOy＞を，
　　　　　　　　　　　（sic）
GarzanitiはMt　25．1とするが，テクスト上はMt　22，2に合致する。　Mt　22．2（Mar）
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　　　〈（Oy）r【OnOBM　CA　llCPCTBMC　NBCKOC．　q∫IKOy　HPK），　tKC［．．］〉，　Cf．　Mt　25．1（Mar）

　　　〈TLr且A　OyHOnOBVaTb　CA　UCPCTBC　NBCKOC　1［CCATVa　nBBL．　thHC［＿］〉，従っ

　　　て，VPも当該部分＜OyrIO丑OBPI　CA　UPCO　NBCNOIC　qJIKOy　HPOy　14　H｝Ke＞はMt

　　　22．2と認定する。又，1，15〈MOBOMOy＞は厳密にはMt　25．15の冒頭であるが，今

　　　は度外視する。さらにvPのMt　25．14も同29も一部の引用であり，同15－28は故

　　　意の省略である。なおGarzanitiはOstrのペリコペー末のMt　25，29後半をL8．8

　　　とみる。詳述は避けるが，このL8．8も含めて，特にaprakosにおいてはMt　25，29

　　　とみなしていた伝統があったようである。Cf．　VracのmenolQgion中p．　123に〈29．

　　　VaMAIIIOMOy［．．．］MB〔b3ATO　Bf研CTおdi　NCrO。（H）CC　rJIA　Bb3bFJIACM，　H－

　　　Mも品HOy田H　CnbllllATK皿A　C”bllllMTb．〉，ただしtetra・evangeliumのZog，

　　　Mar，さらにaprakosのAssも〈OTL　NCPO＞でMt　25，29は終わる。ここでは，　VP
　　　のMt　25．　29を底本校訂どおり〈［，。．］且A　C”blMMT［E・．〉迄とみておく。

＊380strのペリコペー中，　GarzanitiがMt　24．44を掲げるのは，　Mt　25．13の後半〈B［b

　　　Nb｝KC＞以下をそのように認定するからである。ここではVPについては底本に付された

　　　聖句番号に従う。なお1．20（Mt　25．1）〈fiO［IOBbNO　ECT［b＞は，　Zog〈OyHOnOBH

　　　CA＞，　Mar，　Ass〈rIOnOBVaTS　CA＞．〈fiOIIOBbNO　rCCT［b＞とあるのはOstrの外，12

　　　世紀ロシアのIOpbeBcKoe　eB，のmenologion中と13～14世紀ブルガリァのOp6eflbcKoe

　　　eB，のsynaxarion中である。

＊390strは89左欄冒頭に3acTaBKaが描かれ，その下に〈Cth（E）．A．　NAqATI・Kb，

　　　NOBOYOYtMOY　nもTOy．〉［新年の初めにして第1土曜］とあり，次にAm　Noの指示

　　　が続く。VPはくCO（B）ANOBOyMOy　JIBTOy［t．．］〉［新年の第1土曜…］とあるの

　　　み。なおVP　No　62は彦．1～9が欠損。又，　Zの欄外に〈Z＞の大文字が書かれている。

　　　＜3AqAqO＞の略号で，　tetraから引用の際の残存か。　Cf．　Mar　L　4．31の直前（1，25末）。

　　　なお＊51参照。

＊40　VP　No　62～64間欠葉。

＊41この第92項では，明らかにペリコペーの指定がOstrとVPで異なる。　VPのこのペリ

　　　コペー全体（Zを含む）は，前項第91（新年第3日曜）のペリコペー末L7．16と連続

　　　しているが，結論的には第94項（新年第5土曜）に配されるべきものではないか。（た

　　　だし，VPの同項は欠損しており，ここにいかなるペリコペーがあったか不明）。　Ass，

　　　Sav，　Vracの各aprakosでも新年第5土曜は，　Ostrのペリコペー同様，　L　7．1－10であ

　　　る。おそらくVPの〈CO（B）皿〉の〈丑〉は，この文字がグラゴル文字で〈5＞を表わ

　　　し，キリル文字でく4＞を表わすゆえ，混同し誤認したものであろう。

＊42第93項はOstr，　VP一致する。（前項参照）。なおOstrにつき，　Garzanitiはペリコペー

　　　内にL8．8を付加するが，これはL8，15の末をL8．8と解することによる。（＊37参

　　　照）。ここではVPにおいてL8．14末から欠損があるゆえ，言及しない。　Ostr，　VPと

　　　もにIncをVIとするが，厳密に言えばL8．4末に（Mar）〈・：・PCqC　Fb　nPMT「bq品

　　　CMIfll　B［E，　NHMb．〉とあるから，　L　8．4とすべきかも知れないが，今はIncVIとして再

　　　利用されたものとみておく。

＊43底本中にVP　No　66は一部残存するものの，解読できずとある。このNo　66が第94項～

　　　第99項のどこにあたるかは無論不明。さらに，No　65～67間に欠葉もあったとみられ

　　　る。

＊440str　Am　Noは，　Garzanitiが示すように，〈99＞が正しい。

＊45VP，　L　9．59末より次葉にテクストがあったと思われる。従って，　No　68～69間に欠葉

　　　あり。

＊460str　Am　Noは〈218＞が正。

＊47VPにZなし。すなわち，　No　69♂，7でこれより前のペリコペーの最後部であるL18．27

　　　が終わり，同1，8にIncVがきて，ついでL16，10－15のペリコペーのテクストのみが
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　　記され，後者のZが存在しない。（校訂注なし）。しかしIncの存在により，　Ostrの

　　〈第14土曜〉にあたると判定する。

＊480strのZ冒頭がくNC（且），加．〉であるのに対し，　VP同は〈eB（r）Ne（n）nl＞とある。

　　又，同1．18に，左に凸出した上一部テクスト行頭を侵して，〈eBA（r）〉の文字が存在

　　する。＊51参照。

＊49VPのZはこれ迄1行どりで書かれていたが，ここでは1．19の半ばから書かれている。

　　　すなわち，Z，19の先頭はその前のペリコペーの末尾が書かれており，ついで本項のZ

　　　がくる。又，Ll7．6は次葉にかかっていて，その部分テクスト欠。よって，　No70～71

　　　間に欠葉あり。

＊500strのZでの指示とペリコペーの実際から，　＜L　l57＞は〈Mt　157＞の誤りである。

　　Garzanitiの注も参照せよ。

＊51VP　Z冒頭＜CBA（r）IZ＞の〈IZ＞は〈ZI＞の誤記であろう。　SJSが用例として示すよ

　　　うに10の位を初めに書く例があったようである。Mr　5，42（Zog）〈．．．BS　BO　nSTOMA

　　LB・〉，（Mar）〈BbBO　JIもTO河A且bBもMA　NA且CCATC．〉（なおZogの＜L＞はこ
　　　の場合〈1＞である）。ギリシア語原文はく伽γδρ6τのレδめδεκα〉であるが，〈δのδεκα〉

　　　は〈‘βノ〉と表記されるから，10の位は初めにくる。〈16＞は〈egt＞と表記されるから，

　　　かかるごとくスラヴ語にも影響を及ぼしたのであろう。ここで述べている現象は第121

　　項でもみられる。なお，〈ペンテコステ後第17週土曜〉〈同日曜〉（第84，85項）では，

　　　それぞれ〈ZI＞と通常どおり表記している。　VP　No　711．1～10は底本にてテクストの

　　掲載なし。注に‘。2～3の左欄にくCBA＞，3～4同にくZA＞とあるという。　BocToKoB

　　刊本1166でペリコペー冒頭をLl8．9とするが，同所末尾に＜nPHTIbq品CMIIfi＞の

　　語がみえるが，IncVIとみる方が正しいであろう。　Garzanitiにも注あり。　VP　No　71は

　　1．11～27でペリコペー全体のテクストが揃っている。

＊52VPには元来この項がなかったであろう。No・71はfo17rに，　No　72はfol　7vと同一葉

　　　の表裏に書かれており，しかも前者は上述したごとく，ひとつのペリコペーの最後迄テ

　　　クストを有し，後者1，1は〈第18日曜〉のZから始まる故である。

＊530str　Z冒頭〈Ne（n）．MI．　nPも（凪）MA（C）nOy（C）．　O　BJI蚤丑NもM．　CNS：〉［肉断ち

　　　の週の前，第18日曜。放蕩息子について。］とあるが，VP同は〈NC（n）IZ　NO（B）

　　”B（T）・〉［新年の第17（sic）日曜コとあるのみ。　vPのくIZ＞は＊51で述べたごと

　　　く＜ZI＞に同じ。ただし，ここでは〈Z＞を〈S＞と混同したものか。しかもグラゴル

　　　の〈IS＞（＝SI＝18）を，すでに同音価であったと推定される〈ζ〉を〈S＞に誤って

　　　〈IZ＞としたものとみられる。よって，ここでは〈新年の第18日曜〉にあたるとみる。

　　VP　Am　No＜197＞はペリコペーの内容からみて，　Ostrと同様の〈190＞が正しい。

＊54VP　No　74において〈新年の第18日曜〉のペリコペーと〈肉断ちの週の日曜〉のZ，つ

　　　いでそのペリコペーが連続しているから，VPには元来この項は存在しなかったであろ

　　　う。

＊55VPのペリコペー中，　Mt　25．37後半迄No　74に掲載あり。次葉No　75のZ，1～18半ば

　　　迄テクスト解読なし。No　75にはMt　25．43－45の途中迄記され，ペリコペー最後のMt

　　　25．46はNo　76の1．4迄続く。

＊560str　Z冒頭〈Cth（B）．　CblPOIIOYCTbNAIA．．．．〉に対し，　VP同は〈B［b　CO（B）

　　c［E・IPoHoYcTbNilllffi＿〉とある。しかも1行どりではなく，‘．4の途中から記される。

＊570str　Z冒頭〈Ne（A）．　CblPOilOyCTbHAiA＿〉（T｝に対し，　VP同は〈NC（丑）

　　　C［E・IPOIIOYCTbNA・．．．〉とあり，形容詞のformは広義のbulgarismeである。ここ

　　　でもZは1行どりされず，1．18の途中から記される。

＊580strは127左欄初めに3acTaBKaを描き，その下にAm　No指示前迄こうある。＜Cth－
　　　（B）．A．　CTrO　HOCTA．　B［E，　NCM｝Ke　B［E，IBA】CTb　nA（T）．　CTrO　M（q）KA．　eCOnOPA．〉

　　　［大斎（四句節）の第1土曜。この日に聖なる殉教者テオドーロスの記念がなされる］。



『ヴァチカン・パリンプセスト。キリル・アプラコス』のsynaxarion　l5

　　　これに対しvP同もくCO（B）AilocTA・cTMoy　MqKoy〈econOPoy＞と簡略に同
　　　内容を示す。VPのsynaxarionにおいてZに祝祭対象の聖人名が記されるのは珍しい。

　　　なおZは1行どりされず，♂．16の半ばから記される。

＊590strの’〈J　1．　43－51＞とVPのくJ　1．44－52＞は番号づけが異なるだけで，同一のテクス

　　　トをさす。前者は一部スラヴ訳伝統の区分。ただしAmNoJ18の開始はJ1，44であ

　　　り，ふつうJ1．43はAm　NQ　J　17の末にあたる。なおOstr　Z冒頭，日付け指示の後

　　　〈B［bNCH｝KC　B［E，IBArCTb　nA（T）HPPKOMb．　MOMCH，　H　APONOy．　H　nPOqMML

　　　fiPOPOKOMb．〉［この日に預言者モーセとアーローン，およびその他の預言者達のた

　　　めの記念がなされる。］とあるが，VP　Zは〈NC（且）AnOCTA石∫KOA（N）rJIA（B）

　　　IM＞とあるのみである。なお〈IH＞は＜MI＞と同価。＊51参照。

＊60VP刊本No　801．26中央〈．．．TCBe・〉の直後に〈38＞の聖句番号をつけ忘れている。

　　　（従って，No　80タイトル末も〈Mr　1：35－37＞は〈Mr　1：35－38＞の誤り）。ただし同

　　　Mr　1．38の末はテクストが欠損。又，　VPのZ末，指定Am　NoをくIZ＞とするのは，

　　　これまでと同様，通常〈ZI＞と表記すべきもの。

＊61以下第130，132，134項に互いに関連した問題が存するので，一括して扱う。第130項

　　　ではOstrとVPにおいてAm　Noを含むペリコペーが全く異なる。　VPのMr　74のペ

　　　リコペーは，Ostrの第132項すなわち〈大斎第4土曜〉と一致する。　VPの〈大斎第3

　　　土曜〉のZとペリコペーは，No　82においてく大斎第2日曜〉のペリコペー末（1．24）

　　　の直後（1．25）に書かれているから，連続しているものとみなしてよい。ただし，第

　　　134項（大斎第5土曜の並出されたペリコペーの一方Mr　2．14－16）に大略一致する。

　　　次に，第132項（大斎第4土曜）のOstrとVPのペリコペーが異なる。　VPのペリコ

　　　ペーMr　8，27－31は，　Ostrの第134項（大斎第5土曜）に一致する。なお前項とはNo

　　　84　1，11で連続している。ただ，さらに錯綜しているのは，第134項（大斎第5土曜）

　　　の並出された他方のペリコペーとしてMr　8，27，31を掲げている点である。省略方式に

　　　よるテクストの掲げ方だが，内容的にはMr　82（Mr　8．27－31）を指し，よってOstrの

　　　第134項（大斎第5土曜）と一致することになる。第134項のVPは他項と異なり，ペ

　　　リコペーを二様示す。すなわち，No　86　t．17〈CO（B）eeBAHreJIXC　OT［E・MAPKA

　　　PJIA（B）KB＞［第5土曜。マルコによる福音第22節。］，　No　871．1〈CO（B）CHO（C）

　　　eBAHreJIHC　H（H）MA（P）FJIA（B）nB＞［大斎の第5土曜。他のマルコの福音第82

　　　節。］とある。（前者第22節は第21節の誤り）。その後各々Mr　2．14－16（ただし末欠損），

　　　Mr　8．　27，31のペリコペーの初めと終わり部分を掲げる。かつ又，1．5のMr　8．　31に〈：〉

　　　を区切りとして〈．．．rlP6M且C／BbCnAl‡CBANFeJIVaC＞とZ，4，5にあり，　t．6～11は

　　　解読できずという。（Cf．　No　40，1．20－23）。以上，前掲の問題はどのように考えるべき

　　　か。VPのく大斎第3土曜〉，同〈第4土曜〉に関してはグラゴル文字とキリル文字の

　　　数値の混同も考えられるが，他文献にあたってみると事情は複雑のようである。今，

　　　Ass，　Sav，　Vracおよび現行ロシア正教会版の場合をとり上げる。結論的には，　Assお

　　　よび現行ロシア正教会版はOstrに同じ。これに対し，　SavとVracはVPと同じであ

　　　る。ただし，SavもVracもく大斎第5土曜〉についてはMr　2．14－16のペリコペーの

　　　みで，もう一方のMr　8．27－31は示されない。以上から，とりわけVPにはく大斎第5

　　　土曜〉に二様のペリコペーを示す点から勘案して，大斎第3・4・5土曜については，少

　　　なくとも2つの異なったペリコペー配分が存在したと言えよう。（ここでもOstrとAss

　　　の近親性が感じられる）。

＊62　VP　Inc　I十α＜B［E，　ONO　BPbMA　qJIKb　CTCPT》n田皿e　KT）ICBH・KJIANもA

　　　CA　CMOy　H　r∫IA・〉，　Ostr　Inc　I　a十α〈B［b　BPもMA　ONO・qJIK［E，　iC朋Nb。fIPMile

　　　Kb　MICOBM・1｛JIANEAA　CA　IeMOy　M　P∫1｝A＞．　Cf．　Mr　9．17（Mar）〈t　OTI）BS皿TAB［5

　　　CnMNI）OT［b　NAPOnA　PCqC．　OyqVaTenK）［．．．］〉．

＊63VPはNo　89‘．2よりZが始まり，　No　901．30迄，　J　11．1から同31の半ば迄テクスト
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　　　を記す。それ以降は次葉に存在したと思われる。であれば，その葉は欠落。おそらく，

　　　この欠落した葉にはJ11．1半ば以降からJIL45が存在し，ついでJ12．1－9が書かれ

　　　ていたのではないか。後者はOstrの第138項く大斎第6日曜典礼〉の前半にあたる部

　　　分である。よって，OstrとVPとは同〈典礼〉の配置が前後することになる。

＊64vPのz前半〈B［E・Nc（JI［）llB6ToNoCbNthllri　ZA　OyTPA・〉［花（枝）の日曜に，早

　　　朝に。］とある。Ostr同は〈B　NC（且）UBrbTONOC〔bNlblA　ZAOYTPA．〉［花の日曜に，
　　　　　　　　　　　　　　　（sic＞
　　　早課。］と同義。

＊650str　Incφ＜nPもH｛nC皿CCTI＞．そのZはくA　Ce　NA　JIHT8PrM．〉［そして見よ，典

　　　礼において。］とある。なおVPでの配櫨については＊63を参照せよ。今，　Ostrと合わ

　　　せるために第138項にVPを記入したが，　VPでの配列は第137の直前である。

＊66VP　Z冒頭くBL　no（K）CBTIbIA　Ne（n）〉［聖週（受難週）の月曜に］とあるのに対し，

　　　Ostr〈B［b　nO（N）nS（K）・：・nO　HBもTI）NSM，　Nlrb（JI）・：・〉［花の日曜の後の月曜に。］

　　　とある。なおVP　No　94においてMt　24．26の冒頭部分はt．19と1．20の行間に書かれ

　　　ていると校訂注はいう。

＊67VP　Z冒頭〈BT（K）CT7blA　NC（皿）〉［聖週の火曜］と表示されるのに対し，　Ostr同

　　　〈BBT（P）NKb　Biil｛］lblA　NC（JI）：・〉［聖週の火曜日に。］とある。　VPが次の火曜に

　　　も〈聖週〉に〈CBATA正A　NenもJIta＞を用いるのに対し，　Ostrの火・水・木曜は

　　　くBC”MKAIA　NC丑lbnlA＞を用いる。もとより同義である。なお，　VP　Z後半くCBA（r）

　　石MA（6）F”A（n）C勘の〈F”A（n）〉の上書きく11＞は〈B＞の誤植か。又，　VPは

　　　No　96において1．3～23，26以下欠損。（さらに同上欄，左欄等にグラゴル文字を含む

　　　種々の書き入れ，テクストがあると校訂注にあり）。すなわち，Mt　24．43半ばからMt

　　　25．1－2，およびMt　25．4末から同46，さらにMt　26．1－2なし。よって，　No　96と97の間

　　　にこれらを含む欠葉あり。

＊68上述の欠葉に，さらに第141項から144項前半を含む欠葉あるか。なお，OstrのInc

　　　〈B［E，BPも（M）ONO．〉は〈M＞が上書きされているが，　I　aとみなした。

＊690strのZ中くNAδ（M）BmC＞［洗［足の典礼］においてコとある。さらにIncφ
　　　〈HPも｝K丑C　rIPAZ皿bNMKA＞．　Garzanitiの引用〈prazdnika＞に誤りあり。

＊700strのZ前半〈NA　OyMlbBCNHC　NOrA瓢A　BeqCP〔b．〉［洗足［の典礼］において，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（sic）
　　　晩に。］

＊710strのZ冒頭〈BL　qC（K）．　BC（q）．　BCJIH（IO　NA刀MTOyPrMM．〉［大木曜に，晩に，

　　　典礼において］。VPは表で示したごとく，　Zもペリコペー初めのMt　26．2－20およびJ

　　　13．6前半迄を欠く。これは＊68で述べた欠葉中に存在していたと考える。又，Ostrの

　　　ペリコペー中L　22．43－44は，VPではL22，43－45となっているが，　L　22．45は冒頭の

　　　みである。Ass，　Sav，　VracもVPと同じ。　VP　No　102は，1．20初め迄テクストがあっ

　　　て，以下解読できずと注する。

＊72VP　No　lO2と103の間に欠葉あり。なお第145項のOstrでは，3acTaBKaの下に
　　　くeBANFC∬HC　BI）nPもCTf五1吊M品K品FA　NAIIICrO　IC　XA．　NA　TAΦATM．　OTb

　　　mANA．・：…　一〉［われらが主，イエス・キリストのいとも聖なる受難への，〔すなわ

　　　ち］τδπdθη（受難の典礼）におけるヨハネによる福音。］とある。Am　Noは示され

　　　ず，Incの次にJ13．31が続く。OstrのAm　Noは第145～147，149～150，158項迄，

　　　Garzanitiが訂正して示すとおりである。

＊73VPは，　No　1031，29に〈B＞で始まるテクストがあるとして，　Inc　IついでMr　15．16

　　　を想定すると注する。これにより，Incは1とみておく。よってNo　lO31．29から当該

　　　ペリコペーは始まるとみられるが，No　1041．29迄轡かれたテクストはMr　15．31の前3

　　　分の2程であり，以下次葉に続くとみられる。しかし，No　104と105の間に次葉あり。

＊74　VPのL23，34は末尾部分のみ。

＊75VPのJ19．32以降は次葉から続くか。ただし次葉を含む欠葉がNo　106と107の間に
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＊76

＊77

＊78

＊79

＊80

＊81

＊82

＊83

＊84

＊85

＊86

存在する。

Ostr　Incφ　〈Bl）OYTPBNHM　ZIbNb・〉．

OstrのZ冒頭〈B［E，　nA（T｝C）CBT［blM．〉［聖なる金曜に。］。　VPのペリコペーMt　27，23

の冒頭部分以前は欠損。注目すべきはOstrがMt　27．1－43と43迄達しているのに対し，

VPは同38で終了。次に間断なくL23，39－43へと続き，　L　23．43の次にMt　27．39以

降が出てくることである。そしてVPはMt　27．　46の冒頭1語迄を記す。（No　lO8‘．28

〈RPM＞の直前，聖句番号〈46＞ぬけ。従って，　No　108のタイトルもく．．．Mt　27：39－46＞

とすべき）。よって，Mt　27，46の＜nPM＞以降は次葉で，従ってNo　108と109に欠葉

あり。なお〈聖金曜〉の名の下に，AssもVracもペリコペーはOstrと完全に一致す

る。Savは〈12の福音〉の名の下に構成を異にする。故に，　VPのペリコペーは，欠損

があるものの，前者のグループに近いが，小異を有するということか。

Ostr　Incφ〈Bb　OyTPbNKH　nbNb・〉．なおZ冒頭に〈Bb　CT品囁BCJIM｝COYEil，

C品BOT品．　NA　OyTPbNVaUM．〉［聖なる大土曜に。早課において。］とあり，　Mt　27．62

の前半のみを記し，その下に〈MMTH　BIb　TA　HAevax・BI・：・一〉［主の受難の典礼中，

12を捜せg］とある。Ostrの195－195　vにMt　27．62－66のペリコペーあり。

VPにZなし。1，1より直にMt　28．1が始まる。おそらく，　Zは欠落した前葉末にあっ

たか。Incφ〈BCb　BCqeP［E，　COBOTbN［E，IM＞［土曜の晩に］。　OstrのZ冒頭は〈B〔b　C吊・

（B）．BCqePh．〉［土曜に，晩に。］。　Incφ〈B［b　BCqCPb　C濫BOTbNlbIM・〉．次に，　VP

No　110のt．23～28には3acTaBKa等が確認できるとある。この3acTaBKaは，ここか

ら日曜の早課11の福音が開始されることを示す区切りであろう。Ostrでの場合は次項

をみよ。VP　No　110と111の間に欠葉あり。

Ostr　204　v左欄には中ほどに3acTaBKaがあり，その下にZが続く。同Z〈A∈CBA－

（F）．ZAOyTPbNIAIA（AI）．eBA（r）．OTb　MATGCA．　FJIA（B）．TNZ。÷・一〉［1．11

の早課の福音。マタイによる福音。第357節。］。Incφ〈IC且HNIbI　NA丑eCATC

oyqCNMK［b・〉．次に1行テクストがあるのみで，以下は略されている。なお
Garzanitiも注するように，　Am　NoはTischendorfではく355＞．

OstrのZを含むペリコペーは前項同様略記されている。ただし末尾に〈M皿TM．　NC（皿）．

F．OTb　BC∫IM（K）恥Ne・：・L＞［祝祭日のうち第3日曜を捜せ。コとある。17vからMr

16．1－8あり。なおVPの第161項は，校訂注からみて，　No　l　101．22にInc　lがあった

かも知れない。

VPのNo　l11は，　Mr　16．19の初めからテクストを有する。よってVP刊本は〈19＞の

聖句番号を付すべきである。Ostr　Incφ〈BbCKPBC〔b　HIC・〉．

VP　Incφ〈B［b　e皿PTNth｝KC　COBOT［E）〉，　Ostr　Incφ〈BI）IC几HNT）IM｝KC　Ct五BOTI）1・〉．

VPはZとIncを有するが，　L　24．12の前半と同35の後部のテクストのみを掲げ，次に

〈H田HBZ，　BI，TOPbNMK［b　CTSM　NC（月）〉［光明の週（パスハ後第1週）火曜におい

て捜せ。］とある。略記の方式である。No　1～2にL24，23－35と，当該ペリコペーの一

部が存する。OstrはZとIncについで，　L　24．12の前半のテクストのみを掲げ，　VP同

様の検索を命じているのみである。略記の方式である。Ostr　4～6にL　24．12－35あり。

VP，　OstrともにZを有するものの，ペリコペーのテクストは略記されている。　VPは

Incの次にL　24．36の中間部分と，同53末尾のテクストのみが示され，ついで〈HHM

B［bqeTBPbT7bKlb　e　NC（且）NA　B［E・ZNcccNMC　PNc。〉〔主の昇天祭において，［す

なわちパスハ後第5週］木曜中に捜せ。］とある。OstrもIncの次にL24，36の中間部分

のみが示され，ついで〈H田HB［E・qCTBPLTbK・CNC（n）．　NA　B「bZNeCC（N）．　rNE

・：・一〉．ただし，VP，　Ostrともに〈C＞は〈S＞の誤り。グラゴル文字との混同が原因で

ある。従って〈第6週〉が正しい。VPはNo　39～40に，　Ostrは44～45　vにLl2．36－

53のテクストがそれぞれ存する。

Ostr　Incφ〈B王）rClltaNI）IH｝KC　CthBOT［E）1・〉，　VP　Incφ〈B［E）e双PIN品｝王｛C　COBOTI）・〉，
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　　VPはNo　113の‘．12でペリコペー末J20，10迄を掲げる。以下テクスト掲載なし。次

　　項参照。

＊87VP　No　113校訂注に1．14にはくB＞大文字がみえるとあり，〈Bb　ONO　BPbMA＞と解

　　せるようで，さらにNo　114が1．1からJ20．15後半より同18迄テクストを掲げること

　　　から，〈第8の福音〉はNo　ll3後半から記載されていたと思われる。よって，上記校

　　訂注を考えに入れてVPのIncを〈1？〉とした。なおGarzanitiも注するごとく，

　　OstrはAm　Noがファクシミリ版で見ると〈CJII＞とあるが，　BocToKoB刊本は〈CAI＞

　　　と翻刻する。前者は誤記であり，Am　Noとしては後者が正しい。

＊88VP，　Ostrともに略記による。　VPはIncの次にJ20．19冒頭と同31の末のテクストを

　　掲げ，ついで〈MIIIVa　B［b　MOANもANbTI4HACXA＞［アンティパスハ（＝パスハ後の

　　第1日曜）（8）のヨハネ［による福音］中を捜せ。］と指示する。VPにはNo　4に」20．19

　　－26のテクストが存する。（26途中より欠損）。OstrはZの下にlncφ〈CthlllTOy　llOZ

　　几B＞以下2語を記すのみ。ついで〈MIIIM．　NC（n）．　A．　Ho　llACUB・：・t－〉［パスハ後の

　　　第1日曜を捜せ。］とある。10v～11vにJ　20．19－31あり。

＊89　VPのAm　Noは〈219＞の誤り。　OstrのBocToKoB刊本ではJ21．14の標示，印刷もれ。

＊90VP，　Ostrともに略記。　VPはIncの次にJ21．14と15の大部分（底本No　1161．1の

　　　〈H＞の前に聖句番号〈15＞を入れるべき）および，同25の末尾を掲げる。ついで

　　　〈MlllM＞とのみあり，以下の句は欠損。テクストはmenologion部分（No　158～159）

　　　にJ21．24－25があるのみである。　Ostrはlncの後にJ21，14の大部分と，同15の一部

　　　を記すのみ。その下にくrlPb（照）ICCTb　nHCA（N）．　BL　C吊（B）．　Z　NCIIS（JI）．　OT［b

　　　BeJ／［va（K）．　AB（N）♪［祝祭日のうち第7週の土曜中に，すでに書かれてあり。］とあ

　　　る。（BocToreoB刊本〈BCAK（K）〉は誤り）。53～54（J　21．14－15）がそれである。なお

　　　VP，　Ostr共にこの項についで，もうひとつの部門すなわちmenologionの開始を示す

　　　3acTaBκaを有する。　VPはNo　116の‘，3で，　Ostrは210v右me　1．1で，それぞれ

　　　synaxarionが終了する。

4．VPのsynaxarionの構成の特徴

以上，われわれ自身の関心を軸にして，恣意的にOstrのsynaxarionが

ひとつの完成形であると見たて，かつOstrの底本がブルガリア由来である

ことを前提として，VPのsynaxarionの構成をOstrのそれと単純に比較

してみた。するとそこから，次のような結論めいた感想を得る。

1）VPの底本はグラゴル文字で書かれたaprakos（9）。しかもその複数を

見ていた可能性がある。

2）VPのsynaxarionは，その構成上，スラヴでのaprakos編集史上，

創草期に位置するのではないか。

1）については，数字表記に関しグラゴル文字・キリル文字の数値及び表記
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の誤認がかなり存在し，出現するキリル文字をグラゴル文字で読み換えるこ

とによって，理解可能となる場合がしばしばである点が理由となる（1°）。また

底本複数の仮説だが，第134項〈大斎第5土曜〉に〈異なった福音〉として

2つのペリコペーを指定することが根拠となる（11）。2）につき，Zが他本に

比してきわめて簡略であること。すなわち，Z中は日付けとAm　Noを記す

ことが主で，Apostolus，　Alleluia，祝祭対象聖人名などの記載はない。（た

だし第3につき1例あり。）（12）又，Zに省略や軽い誤りなどがみられ，粗雑

な感を与える例がみられる（13）。さらにペリコペーの配分に異なりが存在しa4），

時に錯綜あるいは錯誤を疑わしめる箇所があることである（’5）。これは上記

1）の底本複数の仮説とも関連するであろう。

　他に気付いた点を掲げると次のようである。

　3）VPには元来存在しなかった項がある。（第120，122項）。

　4）VPのIncに特異な例が存在する。すなわちInc　IVa（第23項）。

　5）Incに関し，　VPは1が主である（1ノも含む）のに対し，　Ostrは初

　　あは1だが徐々にIaが主となってゆく。またVPに比して，　Ostrは

　Incのタイプが同一タイプ内で多様化している。（以上は上の2）とも関

　係するであろう）。

6）　Incとペリコペー間に，これらをつなぐテクストが挿入される場合が

　　みられる（16）。

7）Ostrにも数字表記に関し，グラゴル・キリル両文字の誤認・混同が

　存在する。おそらく底本に由来するものであろう。

5．まとめとして

前節で述べたとりわけ1）2）については，ペリコペー中のテクストその

ものを他本と比較検討することが，最終的には要求される。しかし今はしば

らく猶予を乞いたい。また上掲対比表の備考につき，初め粗く，後半から煩
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珀となり，全体として統一性を欠いた点も寛如されたい。VP側からの問題

を明確化する故である。

　前稿でも述べたが，VPが脱落を有するpalimpsestであり，その翻刻本

は上掲底本のみであること（写真掲載なし），等々文献学上の問題を大きく

孕み，又小論執筆の際キリスト教用語の不統一な使用をせざるをえないなど

の技術的問題を常に抱えたが，VPのsynaxarionの構成につき，大略の理

解が得られたと考える。

注

（1）岩井憲幸〈「ヴァチカン・パリンプセスト・キリル・アプラコス』のmenolo－

　　gion＞「明治大学教養論集」通巻460号，2011年1月。

（2）本稿はいわばVPのsynaxarionの形式的，あるいは構成につき検討を加え

　　ることをもっぱらとする。大局的立場からsynaxarionとmenologionについ

　　ては次を参照せよ。服部文昭〈『オストロミール福音書』，『アルハンゲリスク

　　福音書』，『ムスチスラフ福音書』一古代ロシア文語萌芽期における位置づけ〉，

　　岩井憲幸・服部文昭『古代ロシア文語萌芽期の最終期における言語特性につい

　　て』（平成18年度～平成21年度科学研究費補助金（基礎研究（c））研究成果

　　報告書，2010年3月。

（3）　スラヴ語aprakosにおいて〈主日の早課の11の福音〉がどこに配置されて

　　いるのか問題は，前注服部論文を見よ。

（4）言うまでもなく，この葉番号が連続して付されているからといって，内容も

　　順当に連続しているとは限らず，残存する葉を内容に沿って若い順に番号化し

　　たものであることに注意せよ。

（5）型という以上，定式化され数量的にも裏づけをもつものと考えるのが至当で

　　あるが，本稿では特異例も下位区分を設けて，型を広く解釈しておく。以下に

　　示す古代教会スラヴ語（OCS）のテクストの綴りは，標準化正書法に従うが，

　　各写本からの引用は原本のままとする。

（6）〈葉〉の語を用いれば，rectoかversoかが問題となるが，ここでは〈葉〉

　　のどちらかが欠落している意とゆるく考えてほしい。

（7）BocToKoB刊本〈CBIPO－〉とするが，ファクシミリ版によれば〈CblPO－〉

　　である。

（8）〈アンティパスハ〉なる語については＊4にも述べたが，スラヴでの用法に

　　ついてはSJSを見よ。
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（9）　たとえば，No　96（第140項）などにみられるグラゴル文字の残存は，その．

　　底本の痕跡の一部か。

（10）　さらにZとSも関与する例は第121項。MenologionでのS・Z・ζの問題

　　は拙稿（2011年），pp．78－79を見よ。

（11）

（12）

（13）

（14）

（15）

（16）

　　　テクスト〉はIncの一部とみるか，

　　考の余地があるだろう。

（補注）参考文献A5に示した諸版のうち，2007年モスクワ版リプリントは，巻

　　末に新たな正誤表も付されていて，その後の研究の発展を反映するもののよう

　　　にみえるが，本文および正誤表中，注意を要する点が散見する。

第130，132項もかかわる。

第126項。

例えばZの省略は第112項，聖句番号のそれは第128項など。

第92，136，138，144，157項など。

第92項と第94項。

第38項など〈＋α〉で表示した項がそれであるが，このいわばくつなぎの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペリコペーの一部とみるかについては，再

A．

1
）

）2

）
）3
4
）5

）
）
）
6
7
89）
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